
劇症型溶血性レンサ球菌感染症の増加（IASRより）
（ⅰ）劇症型溶血性レンサ球菌感染症



出典：国立感染症研究所
A群溶血性レンサ球菌による劇症型溶血性レンサ球菌感染症の50歳未満を中心とした報
告数の増加について（2023年12月17日現在）
https://www.niid.go.jp/niid/ja/group-a-streptococcus-m/group-a-streptococcus-
iasrs/12461-528p01.html



劇症型溶血性レンサ球菌感染症の発生数（全国・県）
（ⅰ）劇症型溶血性レンサ球菌感染症
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劇症型溶血性レンサ球菌感染症の発生動向（市）
（ⅰ）劇症型溶血性レンサ球菌感染症
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（ⅰ）劇症型溶血性レンサ球菌感染症

2023年に届け出のあった
A群について病原性および
伝播性が高いとされる

UK系統株が2件
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（ⅰ）劇症型溶血性レンサ球菌感染症
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侵襲性髄膜炎菌感染症の発生動向（全国・県）
（ⅱ）侵襲性髄膜炎菌感染症
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2024年3月に
岡山市で1件
発生有



侵襲性肺炎球菌感染症の発生動向（全国・県）
（ⅲ）侵襲性肺炎球菌感染症
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（ⅲ）侵襲性肺炎球菌感染症



侵襲性肺炎球菌感染症の発生動向（市）
（ⅲ）侵襲性肺炎球菌感染症
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侵襲性インフルエンザ菌感染症の発生動向（全国・県）
（ⅳ）侵襲性インフルエンザ菌感染症
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侵襲性インフルエンザ菌感染症（岡山市）

10歳未満 10代 50代 60代 70代 80代 90代

届出年 年代 症状

2013 80代
発熱、肺炎、菌血症、
その他(喘鳴、喘息)

2014 70代 発熱、菌血症

2019 80代 肺炎

2020 50代
発熱、菌血症、その他
(腰痛、下腹部痛)

2022 60代 発熱、肺炎

2023 90代 発熱、肺炎、菌血症

2023 10代 発熱、肺炎、菌血症

2023 10歳未満 頭痛、発熱、嘔吐

2024 80代
発熱、嘔吐、肺炎、菌血
症

口頭蓋炎も多いが、
当市では確認なし



（ⅳ）侵襲性インフルエンザ菌感染症

引用：感染研ホームページ 侵襲性インフルエンザ菌感染症発生動向: 2018年1月～2021年12月 (IASR Vol. 44 p10-11: 2023年1月号)


